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今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能
性
も

あ
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。
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特
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理
期
間

月
８
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～
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日
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休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ま
た
は

当
館
内
の
掲
示
等
で
御
確
認
く
だ
さ
い

今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定
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用
案
内

利
用
案
内

当
館
で
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、
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月

日
（
木
）
か
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（
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）
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で
、
企
画
展
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「
ぐ
っ
と
く
る

古
文
書L

IF
E

」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

展
示
は
古
文
書
の
カ
タ
チ
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
大
判
の
紙
を
そ
の
ま
ま
一

枚
使
う
「
竪
紙
」。
中
世
に
登
場
す

た
て
が
み

る
紙
を
半
分
に
折
り
、
表
裏
を
使
う

「
折
紙
」、
江
戸
時
代
に
登
場
す
る

お
り
が
み

竪･

横
様
々
な
帳
簿
形
式
の
文
書
な

ど
そ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
「
ぐ
っ
」
と

き
て
い
た
だ
き
ま
す
。
つ
い
で
前
半

展
示
で
は
、
菅
江
真
澄
「
秋
府
十
景
」

（
写
真
）
で
久
保
田
城
下
の
名
所
を

堪
能
し
、
江
戸
に
関
す
る
お
も
し
ろ

絵
図
や
古
文
書
、
そ
し
て
最
後
に
本

年
３
月
に
公
開
を
開
始
し
た
「
伊
澤

慶
治
収
集
資
料
」
の
一
部
を
展
示
し

ま
し
た
。

本
展
示
の
最
大
の
特
色
は
、
観
覧

者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
展
示
資

料
の
説
明
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
い
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
頂
く
と
、
資

料
の
画
像
や
詳
し
い
付
帯
情
報
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

展
示
は
前
・
後
半
で
全
点
入
れ
替

え
し
、
別
の
趣
向
で
お
楽
し
み
頂
け

ま
す
。
後
半
展
示
に
つ
い
て
詳
し
く

は
本
紙
２
頁
を
ご
覧
願
い
ま
す
。



今
年
度
の
企
画
展
は
ひ
と
味
違
い
ま

す
。
ま
ず
、
本
誌
１
頁
で
も
紹
介
し
た

Ｑ
Ｒ
！

秋
田
県
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
沿

っ
た
当
館
初
の
試
み
で
、
当
館
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
資
料
解
説
に
も
直
接
つ
な
が

り
ま
す
。
前
半
展
示
で
の
Ｑ
Ｒ
の
利
用

者
数
は
、
４
８
１
人
で
し
た
。

次
に
自
分
で
作
る
ク
ラ
フ
ト
式
展
示

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
！

Ｂ
４
判
の
資
料
４

枚
を
横
長
に
半
折
し
て
折
目
を
下
に
し

て
右
側
を
こ
よ
り
紐
で
綴
じ
れ
ば
、
古

文
書
の
横
帳
の
形
に
な
り
ま
す
。
時
代

劇
な
ど
で
見
る
大
福
帳
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
古
文
書
の
カ
タ
チ
を
体
感
で
き
る

趣
向
で
、「
面
白
い
」「
し
ゃ
れ
て
る
」

な
ど
の
御
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

企
画
展
前
半
で
は
３
，
５
３
４
人
の

方
に
御
観
覧
頂
き
ま
し
た
。

「
ぐ
っ
と
く
る

古
文
書L

IF
E

」
の

後
半
展
示
は
、
９
月

日
（
木
）
に
ス
タ

29

ー
ト
。
展
示
構
成
は
次
の
通
り
。

①
和
紙
と
墨
の
奥
深
い
世
界

②
「
写
す
ん
で
す
」
に

ぐ
っ
と
く
る

③
秋
田
の
美
女
に

ぐ
っ
と
く
る

④
ぐ
っ
と
く
る

古
文
書
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

⑤
「
記
憶
の
護
り
人
」
養
成
教
室

①
の
展
示
テ
ー
マ
は
前
半
と
同
じ
で
す

が
資
料
は
一
新
。
②
～
⑤
は
前
半
と
は
異

な
る
展
示
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
展
示
し
て
い
る
資
料
は
、
す
べ
て
入

れ
替
え
て
い
ま
す
。

後
半
展
示
の
テ
ー
マ
は
「
昔
も
今
も
同

じ
人
間
」。
現
在
と
過
去
で
は
、
使
用
す

る
文
字
や
言
い
回
し
は
違
い
ま
す
。
し
か

し
、
過
去
の
人
た
ち
と
い
え
ど
も
、
私
た

ち
と
同
じ
感
情
を
持
つ
人
間
な
の
で
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。文

久
３
年
（
１
８
６
３
）
８
月
、
秋
田

藩
主
・
佐
竹
義
堯
に
京
都
の
朝
廷
か
ら

よ
し
た
か

上
京
命
令
が
来
ま
す
。
秋
田
藩
で
は
藩
主

の
名
代
と
し
て
家
老
・
戸
村
十
太
夫
が
上

京
し
ま
す
が
、
戸
村
は
随
行
の
藩
士
に
横

手
給
人
を
加
え
ま
し
た
。
久
保
田
城
下
で

す
ら
め
っ
た
に
行
く
こ
と
の
な
い
橫
手
の

武
士
が
京
都
へ

行
く
の
で
す
。

よ
ほ
ど
嬉
し
か

っ
た
の
で
し
ょ

う
。
随
行
メ
ン

バ
ー
の
一
人
で

あ
る
吉
沢
清
永

は
、
道
中
の
様

子
を
絵
入
り
で

克
明
に
記
録
し

て
い
ま
す
。
吉

沢
は
明
治
に
な

っ
て
か
ら
、
文

久
３
年
に
歩
い

た
道
を
も
う
一

度
た
ど
り
、
道

中
か
ら
見
え
る

山
並
み
を
描
い
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
は
福
島
県
の
安
達
太
良
山
で

す
。
明
治

・

年
（
１
８
９
９
・
１
９

32

33

０
０
）
に
噴
火
し
て
お
り
、
山
頂
か
ら
噴

煙
が
上
が
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

展
示
で
は
、
吉
沢
が
道
中
記
に
描
い
た
絵

を
八
枚
の
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

企
画
展
「
ぐ
っ
と
く
る

古
文
書L

IF

E

」
後
半
展
示
は

月

日
（
日
）
ま
で
。

10

16

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

閲
覧
室
で
は
、
月
変
わ
り
で
今
で
は

目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
小
型
ブ
ラ
ウ

ン
管
テ
レ
ビ
に
て
、
な
つ
か
し
い
秋
田

県
の
映
像
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

通
常
は
小
型
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
で

す
が
、
今
年
は
８
月

日
、

日
の
両

25

26

日
、
大
型
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
、

上
映
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
閲
覧
室
で
は
見
ら

れ
な
い
、
職
員
が
独
自
に
編
集
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
映
像
を
放
映
し
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
ぐ
っ
と
く
る

鉄
道L

IF
E

」。
秋
田
駅
を
中
心
に
昭
和

年
代
、

年

30

40

代
の
秋
田
県
内
の
鉄
道
の
歴
史
を
振
り

返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
旧
県
民
会

館
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ミ
ル
ハ
ス
の

開
館
を
記
念
し
て
旧
県
民
会
館
開
館
の

式
典
の
様
子
な
ど
も
上
映
し
ま
し
た
。

９
月
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
を
閲
覧

室
で
再
上
映
し
、
多
く
の
来
館
者
の
皆

様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
当

館
で
は
映
像
リ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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閲
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室
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企
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半
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９
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身
近
で
特
別
だ
っ
た
鳥
「
白
鳥
」

～
「
岡
本
元
朝
日
記
」
か
ら
～

冬
の
到
来
を
告
げ
る
白
鳥
。
湖
面
に
優
雅
に
浮
か
ぶ

姿
が
印
象
的
で
す
が
、
体
長
が

に
も
な
る
た
め
、

140
cm

翼
を
広
げ
て
飛
ぶ
姿
は
迫
力
が
あ
り
圧
巻
で
す
。
さ
て
、

江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
の
白
鳥
は
、
ど
ん
な
存
在

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
人
々
の
生
活
ぶ
り
も
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
「
岡
本
元
朝
日
記
」（
混
架
七-

三

八
〇-

一
～
六
四
）
か
ら
白
鳥
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介

し
ま
す
。

元
禄
十
五
年(

一
七
〇
二)

三
月
二
十
六
日
～
二
十
七

日
、
元
朝
は
二
日
続
け
て
鉄
砲
を
使
っ
た
狩
り
に
出
か

け
て
い
ま
す
。
場
所
は
い
ず
れ
も
現
秋
田
市
内
で
す
。

二
十
六
日
、
士(

侍)

鉄
砲
の
国
井
平
内
弘
前
を
連
れ
、

大
平
周
辺
・
柳
田
村
に
狩
り
に
出
か
け
ま
す
が
、「
鳥
あ

ら
く
」
真
鴨
一
羽
し
か
獲
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

国
井
に
頼
み
、
や
っ
と
雁
三
羽
を
獲
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
日
に
渋
江
内
膳
処
光
は
、
侍
鉄
砲
の
熊
谷
助

右
衛
門
良
直
と
上
北
手
大
山
田
・
小
山
田
周
辺
に
出
向

き
、
黒
鴨
な
ど
十
二
羽
獲
っ
て
い
ま
す
。

続
く
二
十
七
日
、
元
朝
は
場
所
を
変
え
て
兎
谷
地
・

福
嶋
周
辺(

金
照
寺
山
の
ふ
も
と
辺
り)

に
出
か
け
ま
す

が
、
前
日
同
様
、
成
果
な
く
帰
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
井
は
四
ツ
小
屋
の
小
阿
地
村
古
川
に
出
向
き
、
白
鳥

一
羽･

菱
食
一
羽･

真
雁
一
羽･

白
雁
八
羽･

真
鴨
一
羽･

合

計
十
二
羽
を
獲
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
成
果
に
対
し
て
元

朝
は
夕
飯
を
振
舞
い
、「
昨
今
身
労
い
た
し
候
故
」
と
し

て
金
子
二
百
疋
と
真
鴨
一
羽
を
渡
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

資
料
紹
介

(写真①) 国
井
は
、「
国
井
主
水
分
流
国
井
氏
系
図
」(

Ａ
二
八
八
．

二-

二
〇
七-

四)

に
よ
る
と
、「
稲
富
流
鉄
砲
」
の
業
を

学
ん
だ
人
物
で
し
た
。
同
じ
く
熊
谷
も
代
々
侍
鉄
砲
を

務
め
た
家
で
あ
り
、
両
名
と
も
鉄
砲
の
名
手
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
年
一
月
の
記
事
で
は
、
八
郎
湖
の
西
岸
の

野
石･

宮
沢･

福
米
沢
に
お
い
て
、
輪
縄
と
い
う
罠
を
使

っ
て
白
鳥
を
獲
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
絹
篩
」

き
ぬ
ぶ
る
い

(

『
秋
田
叢
書

第
２
巻
』)

で
は
「
切
り
ぬ
き
穴
口
に
し

て
其
中
に
這
入
て
輪
縄
を
さ
し
、
白
鳥
群
り
来
り
て
餌

を
求
め
ん
と
て
輪
へ
首
筋
を
ひ
つ
か
く
る
を
遥
に
見
ぬ

い
て
走
り
行
き
棒
を
持
て
叩
き
取
る
な
り
。」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
気
性
が
荒
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
白
鳥
の
別
の

狩
猟
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
狩
り
で
獲
っ
た(

時
に
は
御
祝
儀
と
し
て
拝
領

し
た)

白
鳥
は
ど
の
よ
う
に
料
理
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

日
記
で
登
場
し
た
料
理
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

写
真
①)

塩
白
鳥･

白
鳥
塩
引

･

白
鳥
い
り
鳥･

白
鳥

い
り
焼
き･

白
鳥
の

わ
た
。
様
々
な
方
法

で
調
理
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
料
理
は
、

元
朝
の
友
人
と
の

酒
席
で
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
宇
留
野
源

兵
衛
の
自
宅
へ
屋
形
様
を
招
い
た
際
の
御
膳
料
理
な
ど

特
別
な
饗
宴
の
料
理
の
一
つ
と
し
て
も
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
白
鳥
料
理
が
「
御
意
」
に
よ
り
供
さ
れ
た

例
も
あ
り
ま
す
。(

写
真
②)

(写真②)

別
の
用
途
と
し
て
、
白
鳥
一
羽
か
ら
五
、
六
百
本
と

れ
た
と
さ
れ
る
毛
は
、
行
列
の
際
に
使
用
さ
れ
た
毛
鑓

の
先
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
武
士
の

社
会
に
お
け
る
白
鳥
は
、
特
別
な
ご
馳
走
で
あ
っ
た
り
、

御
祝
儀
な
ど
で
の
贅
沢
な
贈
り
物
な
ど
と
し
て
貴
重
な

意
味
を
持
つ
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。

鳥
の
格
付
け
の
第
一
は
鷹
狩
り
に
よ
り
狩
ら
れ
た
鳥

で
し
た
が
、
古
来
か
ら
瑞
鳥(

め
で
た
い
鳥)

と
し
て
珍

重
さ
れ
て
き
た
白
鳥
は
、
近
世
に
お
い
て
鳥
の
種
類
別

の
序
列
と
し
て
は
、
鶴
に
次
い
で
上
位
の
格
を
持
つ
鳥

で
し
た
。
格
式
の
高
い
贈
答
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

例
も
多
く
あ
り
ま
す
。
前
述
の
日
記
を
見
て
も
、
江
戸

時
代
の
人
々
に
と
っ
て
白
鳥
は
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
図
②
の
最
後
に
「
白
鳥
は
、
こ
は
き
鳥

に
御
座
候
、
油
は
少
有
之
候
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
に
食
べ
た
白
鳥
料
理
は
、
固
い
肉
で
少
し
油
っ
こ

い
、
と
い
う
感
想
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
は
白
鳥
を

捕
獲･

食
す
る
こ
と
は
法
律
上
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
残
念
な
が
ら
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

想
像
の
中
で
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
令
和
四
年
度
古
文
書
解
読

講
座

第
２
回
」
か
ら
は
、
今
回
紹
介
し
た
箇
所
や
白
鳥

関
連
の
他
の
記
事
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

御
利
用
く
だ
さ
い
。

【
一
関
修
二
】
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秩
父
宮
雍
仁
親
王
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
宮
様
」
と
し
て

や
す
ひ
と

親
し
ま
れ
、
特
に
ス
キ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
振
興
に
尽
力

し
、
現
在
も
「
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
」
は
花
園
と
並
ぶ

日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
「
秩
父
宮
同

妃
殿
下
御
成
関
係
書
類
」（
九
三
〇
一
〇
三
ー
一
一
九

六
三
）
に
は
、
六
月
二
十
八
日
（
土
）
に
日
本
石
油
秋

田
製
油
所
（
南
秋
田
郡
土
崎
港
町
、
現
秋
田
市
）
の
視

察
後
、
歓
待
行
事
の
一
つ
と
し
て
将
軍
野
遊
園
地
（
同
）

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ラ
グ
ビ
ー
競
技
を
台
覧
に
供
し
た
際

の
公
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
親
王
と
妃
は
秋
田

県
の
産
業
・
社
会
事
業
・
教
育
な
ど
を
視
察
す
る
過
密

日
程
の
中
、
午
後
三
時
半
か
ら
二
十
五
分
間
（
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
な
し
）、
秋
田
中
学
校
（
現
・
秋
田
高
校
）
と
秋

田
工
業
学
校
（
現
・
秋
田
工
業
高
校
）
の
対
戦
を
台
覧

さ
れ
ま
し
た
。

公
文
書
に
は
、
事
前
調
査
書
と
し
て
「
秋
田
県
に
於

け
る
ラ
グ
ビ
ー
蹴
球
の
沿
革
」「
秋
田
中
学
校
ラ
グ
ビ
ー

部
沿
革
」「
秋
田
工
業
ラ
グ
ビ
ー
部
沿
革
」
が
添
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
右
に
よ
る
と
、
本
県
に
お
け
る
ラ
グ
ビ
ー

の
始
ま
り
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
慶
應
義
塾

大
学
に
学
ん
だ
武
藤
鉄
城
（
秋
田
中
学
卒
、
考
古
学
及

び
民
俗
学
者
）
が
秋
田
運
動
倶
楽
部
を
創
立
し
ラ
グ
ビ

ー
を
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
同
十
一
年
に
秋
田

鉱
山
専
門
学
校
（
現
・
秋
田
大
学
国
際
資
源
学
部
）、
十

三
年
に
秋
田
中
学
校
、
十
四
年
に
秋
田
工
業
学
校
に
チ

ー
ム
が
次
々
と
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
中
学
校
は
秋

田
鉱
山
専
門
学
校
主
催
の
近
県
中
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
大

会
に
お
い
て
八
回
中
五
回
も
優
勝
し
て
い
ま
す
。
ま
た

秋
田
工
業
学
校
は
昭
和
九
年
の
全
国
中
等
学
校
ラ
グ
ビ

ー
大
会
で
強
豪
の
京
城
師
範
学
校
を
破
っ
て
覇
権
を
握

り
、
同
十
一
年
五
月
に
は
北
日
本
七
人
制
ラ
グ
ビ
ー
蹴

球
大
会
で
Ｖ
５
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
両
校
と

も
秋
田
中
学
卒
の
明
治
大
学
田
中
一
郎
選
手
の
指
導
で

技
術
が
向
上
し
ま
し
た
。

下
図
は
、
ラ
グ
ビ
ー
台
覧
計
画
の
競
技
場
平

面
図
で
す
。
謄
写
版
印
刷
の
図
面
に
、
準
備
が

進
む
に
つ
れ
担
当
の
手
で
手
直
し
さ
れ
て
い
ま

す
。
秩
父
宮
の
「
御
座
所
」
は

㎝
の
高
さ
の

75

台
上
で
、
背
後
に
は
「
御
接
待
係
」
の
場
所
が

加
え
ら
れ
、
土
崎
高
等
女
学
校
の
生
徒
が
御
茶

と
御
菓
子
を
給
仕
し
ま
し
た
。
図
面
の
左
の
書

き
込
み
を
見
る
と
、
蕎
麦
饅
頭
や
諸
越
、
甘
納

豆
菓
子
を
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
「
奉

迎
門
（
駐
車
場
）」
の
近
く
に
「
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
」
の
席
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
田

中
学
の
ブ
ラ
バ
ン
が
奉
迎
時
に
「
君
が
代
」
を

奏
楽
し
ま
し
た
。「
御
座
所
」
に
向
か
い
右
側

の
ゴ
ー
ル
裏
は
一
般
観
覧
者
席
か
ら
「
土
女
」

す
な
わ
ち
土
崎
高
等
女
学
校
の
席
、
左
側
の
ゴ

ー
ル
裏
は
「
土
商
」
す
な
わ
ち
土
崎
商
業
学
校

と
「
土
崎
鉄
工
所
」
の
席
が
書
き
加
え
ら
れ
て

い
ま
す
。「
土
崎
鉄
工
所
」
は
仙
台
鉄
道
局
土

崎
工
場
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

当
日
、
秩
父
宮
は
自
動
車
で
奉
迎
門
に
到
着

し
、
児
玉
政
介
知
事
の
先
導
で
「
君
が
代
」
の

奏
楽
、
観
衆
の
起
立
・
脱
帽
の
中
、「
御
座
所
」
に
着
席
、

両
校
選
手
が
一
列
横
隊
で
整
列
、
審
判
の
号
令
で
最
敬

礼
、
直
ち
に
競
技
に
入
り
熱
戦
の
末
、
秋
田
工
業
が
凱

歌
を
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
年
冬
に
二
・
二
六
事
件
が
起
き
、
翌
年
七
月
に

は
日
中
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。
戦
争
は
ス
ポ
ー
ツ
に

も
暗
い
影
を
落
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
十
一
年
は

嘉
納
治
五
郎
が
五
輪
を
招
致
に
渡
欧
す
る
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
熱
が
高
ま
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。【
柴
田
知
彰
】
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今
年
度
、
当
館
で
は
新
し
い
取
り
組
み

と
し
て
「
記
憶
の
護
り
人
」
養
成
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
あ
る

程
度
く
ず
し
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
人

を
対
象
に
、
未
整
理
資
料
を
整
理
し
、
目

録
を
作
成
す
る
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
講
し
ま
し
た
。

教
室
は
、
４
月
か
ら

月
ま
で
の
全
８

12

回
、
午
前

時
か
ら
午
後
３
時

分
ま
で
。

10

30

午
前
中
は
岡
文
庫
「
昔
あ
ふ
き
の
お
も

影
」
の
輪
読
、
午
後
は
岡
文
庫
の
未
整
理

資
料
の
整
理
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
昔
あ
ふ
き
の
お
も
影
」
は
、
明
治
時

代
に
旧
秋

田
藩
士
長

瀬
直
清
の

回
顧
録
。

例
え
ば
、

秋
田
藩
の

参
勤
交
代

の
行
列
き

ら
び
や
か

で
、
沿
道

に
人
だ
か

り
が
で
き

る
ほ
ど
の

人
気
ぶ
り
。
藩
主
の
駕
籠
を
見
る
と
疱
瘡

が
治
る
と
い
う
噂
ま
で
あ
り
、
藩
主
の
御

召
馬
の
下
を
く
ぐ
る
人
も
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
藩
の
藩
主
側
近
だ

け
が
知
っ
て
い
る
衝
撃
の
内
容
は
、
来
年

３
月
刊
行
の
『
研
究
紀
要
』
で
全
文
翻
刻

の
予
定
。
皆
様
、
お
楽
し
み
に
。

教
室
の
午
後
は
、
岡
文
庫
未
整
理
資
料

の
箱
に
入
っ
て
い
た
資
料
の
塊
を
整
理
。

束
を
く
る
ん
で
い
た
紐
を
解
き
、
元
の
順

番
を
復
元
で
き
る
よ
う
に
資
料
番
号
を
つ

け
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
教
室
参
加
者
に

１
点
ず
つ
渡
し
、
資
料
の
デ
ー
タ
を
取
っ

て
も
ら
い
ま
す
。

教
室
の
最
後
に
は
参
加
者
一
人
ひ
と
り

か
ら
、
そ
の
日
読
ん
だ
資
料
の
内
容
を
発

表
し
て
も
ら
い
ま
す
。
す
る
と
資
料
の
塊

が
、
明
治
時
代
、
旧
制
秋
田
中
学
校
（
現

秋
田
高
校
）
で
美
術
の
教
師
を
勤
め
た
岡

忠
精
宛
て
に
届
い
た
家
族
の
書
状
・
手
紙

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
大
阪
で

銀
行
に
勤
め
て
い
た
長
男
の
忠
尚
、
同
じ

く
大
阪
砲
兵
工
廠
に
勤
め
て
い
た
二
男
の

精
美
、
東
京
で
割
烹
の
学
校
に
通
う
長
女

の
カ
ツ
他
多
彩
な
人
物
が
登
場
し
ま
す
。

岡
忠
精
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、

家
族
か
ら
届
い
た
書
状
や
手
紙
を
荒
縄
で

く
る
ん
だ
の
か
？
今
年
度
の
「
記
憶
の
護

り
人
」
養
成
教
室
は
残
す
と
こ
ろ
あ
と
３

回
。
岡
忠
精
の
心
に
迫
り
ま
す
。

全
７
回
の
講
座
を
延
べ

人
の
方
々
が

111

受
講
さ
れ
、
初
級
編
は
延
べ

人
、
中
・

61

上
級
編
は

人
の
内
訳
で
し
た
。
初
級
編

50

４
回
の
半
分
で
は
昨
年
度
に
刊
行
を
終
え

た
『
岡
本
元
朝
日
記
』
を
教
材
に
使
い
、

当
館
の
翻
刻
事
業
を
積
極
的
に
生
涯
学
習

に
還
元
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
・
上
級
編

で
は
、
企
画
展
前
半
で
展
示
す
る
古
文
書

を
教
材
に
し
た
回
も
設
け
ま
し
た
。

今
回
の
受
講
者
の
感
想
を
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
一
部
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
初
級
編
で

は
、「
元
朝
の
日
記
を
読
ん
で
み
た
い
」

「
説
明
が
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
」「
説

明
の
テ
ン
ポ
が
ゆ
っ
く
り
で
助
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
右
の
よ
う
な

古
文
書
解
読
の
ツ
ボ
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

中
・
上
級
編
で
は
、「
仮
名
文
字
は
難

し
い
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
に
な
っ
た
」

「
家
で
教
材
を
復
習
し
て
み
る
」「
さ
ら

に
学
習
す
る
意
欲
が
出
た
」
な
ど
の
声
が

出
た
他
、
歴
史
的
な
背
景
の
説
明
、
歴
史

小
説
と
史
実
の
記
録
と
の
対
比
な
ど
大
変

好
評
で
し
た
。
古
文
書
に
書
か
れ
た
内
容

の
背
景
に
浮
か
び
上
が
る
「
歴
史
を
読
み

解
く
面
白
さ
」
が
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

中
・
上
級
編
で
は
長
文
を
読
む
た
め
、
進

む
テ
ン
ポ
も
比
較
的
速
か
っ
た
の
で
す
が
、

勉
強
の
機
会
に
な
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
受
講
者

数
を
減
ら
し
、
消
毒
徹
底
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で
皆
様
の
御
要
望
に
応

え
て
い
き
ま
す
。

第１回講座（初級編）のパワーポイントより

 ①崩し方の筆の運びに慣れる。
 ②原形からかけ離れている字は
　 記号のように覚えてしまう。
 ③部品（パーツ）で考える
 ④定型的な言い回しを覚える。
 ⑤前後のつながりから推測する。
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秋
田
県
公
文
書
館
で
は
、
当
館
所
蔵
の

資
料
を
来
館
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
閲
覧

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
遠
隔
地
に
お
住
ま
い
等
で
御

来
館
い
た
だ
け
な
い
方
の
た
め
に
一
つ
の

方
法
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
当
館
の
所
蔵
資
料
の
一
部
で

は
あ
り
ま
す
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境

が
あ
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
閲
覧
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

現
在
、
当
館
で
公
開
し
て
い
る
資
料
は

約
１
３
万
２
千
点
あ
り
、
内
訳
は
公
文
書

約
３
万
７
千
点
、古
文
書
約
６
万
６
千
点
、

行
政
資
料
約
２
万
９
千
点
で
す
。
ま
た
、

目
録
デ
ー
タ
は
約
１
３
万
点
、
画
像
デ
ー

タ
は
約
１
，
０
５
０
点
（
約
２
万
３
千
コ

マ
）
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

主
な
資
料
を
御
紹
介
し
ま
す
と
、「
出

羽
一
国
御
絵
図
」（
県
指
定
文
化
財
）
な

ど
絵
図
が
約
８
０
０
点
、「
秋
田
藩
家
蔵

文
書
」（
県
指
定
文
化
財
）
が
６
１
点
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
秋
田
県
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
で
は
当
館
以
外
で
も
県
内
の
社
会
教

育
機
関
等
が
所
蔵
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

を
横
断
的
に
検
索
・
閲
覧
が
可
能
な
便
利

な
機
能
も
あ
り
ま
す
。
参
加
機
関
は
、
県

立
図
書
館
、
県
立
近
代
美
術
館
、
県
立
博

物
館
、
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
あ

き
た
文
学
資
料
館
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
資
料
の
検
索

方
法
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
す
る「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」

二
つ
目
は
検
索
条
件
を
細
か
く
設
定
し
て

検
索
す
る
「
詳
細
検
索
」、
そ
し
て
、
三

つ
目
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
覧
か
ら
検
索
す
る

「
カ
テ
ゴ
リ
ー
検
索
」
で
す
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
の「
ヘ

ル
プ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
詳
細
な
解
説

ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
御
活
用
下

さ
い
。

今
、
８
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た

県
政
映
画
上
映
会
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
見
な
が
ら
執
筆
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
何
名
か
の
皆
様
が

記
入
し
印
象
深
い
複
数
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、「
こ
の
上
映
会
を
ぜ
ひ
、

若
い
人
た
ち
に
も
見
せ
て
欲
し
い
。」
と

い
う
も
の
。
実
は
御
来
場
い
た
だ
い
た
方

の
ほ
と
ん
ど
が

歳
以
上
で
こ
の
傾
向
は

60

昨
年
度
と
同
じ
で
す
。
最
近
で
は
マ
ス
コ

ミ
等
で
告
知
し
、
平
日
見
ら
れ
な
い
方
に

も
１
ヶ
月
間
、
２
階
閲
覧
室
で
常
時
放
映

す
る
な
ど
工
夫
は
し
て
ま
す
が
ま
だ
発
展

途
上
で
す
。
今
後
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
梅
）

公文書館だより第41号 ６

編集発行：秋田県公文書館（秋田市山王新町14-31 県立図書館と併設）

電話 018(866)8301 FAX 018(866)8303 最寄りバス停：県立体育館前

URL https://www.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/

当
館
ツ
イ
ッ
タ
ー
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ

い
て
の
ご
案
内

い
て
の
ご
案
内


